




Kyōdōshugi of Miki Kiyoshi and Minoda Muneki’s Criticism 
against Miki 
 
野 村 卓 史（広島大学・教務補佐） 






































































































































































































































































































































































































5 三木517（『三木清全集 第十七巻』、岩波書店、1968年、517頁） 
6 三木519 
7 三木524。この主張は、三木がドイツに留学する前、京大在学時に執筆した個性に関する一連の
論文、すなわち、草稿「語られざる哲学」、論文「個性の理解」（「個性について」というタイト
ルで『人生論ノート』（1938年）に収録）、卒業論文「批判哲学と歴史哲学」、論文「歴史的因果
律の問題」、「個性の問題」のものと大差はないだろう。赤松常弘『三木清 哲学的思索の軌跡』
（ミネルヴァ書房、1994年）、第一章を参照。 
8 この点については「続編」で次のように定式化されている。「協同主義は全体の立場に立つが、
この全体を段階的に発展的に考える。協同はまず国民の協同であり、次に東亜諸民族の協同のご
ときものであり、更に世界における協同である。併しかような段階は直線的にのみ考えられるの
でなく、国民的協同は同時に東亜的協同の基礎においてあり且つこれの実現の方向を含み、東亜
的協同は同時に世界的協同の根拠においてあり且つこれの実現の方向を指示しているのである。
〔中略〕協同主義は現存の状態に止まる協同を考えるのでなく、新たに発展すべき全体の立場か
らの、かかる全体を実現する為の、協同を要求するのである。」（三木581） 
9 三木525-526 
10 三木530 
11 三木532-533 
12 宮川透氏によれば、時事的な問題について自由に発言できなくなった三木は、より抽象度の高
いテーマしか語ることができなくなり、『人生論ノート』を執筆したのだという。前掲書、127
頁。「続編」の抽象性もまた、三木らが表現を自主規制した結果と言えるかもしれない。 
13 「日本精神と弁証法哲学」と題する『学術維新』第二篇では、西田幾多郎批判および田辺元批
判が展開されている。『学術維新』は、『学術維新原理日本』（1933年）の改訂版である。後者
で展開された美濃部批判などは、美濃部排斥後に出版された『学術維新』では削除された一方
で新たに三木批判や西田批判が書き加えられている。なお、本書では蓑田は三木を次のように
揶揄している。「西田哲学の口マネから出発してマルクス模倣の大家となった概念技師」、「指導
者原理については立派なナチス模倣者」、「思想界綱渡りの名人」（『学術維新（上）』、慧文社、
2008年、333頁）。 
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14 三木537 
15 同上 
16 蓑田315（蓑田胸喜『学術維新（上）』、315頁） 
17 三木588 
18 西田は、蓑田のことを「狂犬」と揶揄している。 
19 蓑田315 
20 蓑田325 
21 吉田傑俊『「京都学派」の哲学』（大月書店、2011年） 
22 蓑田311 
23 この点については、植村和秀、前掲書を参照。 
24 町口哲生『帝国の形而上学――三木清の歴史哲学』（作品社、2004年）、213頁。 
25 町口哲生、前掲書、236頁。なお、氏は本書の「あとがき」のなかで次のようにも述べてい
る。「戦後の左派知識人による三木清論、特に三木の昭和研究会への参加とその過程で提唱した
「東亜共同体」の原理、すなわち「協同主義」に対する弁護の議論が多いことに対する苛立ち
もある。たしかに三木は、一九四五年九月二六日に治安維持法違反による無残な「死」を迎え
た。しかしだからといって近衛文麿の国策研究機関であった昭和研究会に参加し、「東亜共同
体」論を展開したことを、「抵抗」と見るのは甘すぎる。」 
26 宮川透、前掲書、124頁-126頁。 
27 吉田傑俊、前掲書、257頁。 
28 吉田傑俊、前掲書、242頁。 
29 三木528 
30 蓑田もまた、自らの立場に立脚して行った政権批判から憲兵の監視を招くことになり、これが
「原理日本社」衰退の一因になったとされる。植村和秀、前掲書。 
